
摩耗摩擦試験機への湿度供給 

●摩耗摩擦特性の把握 

機械部品の長寿命化やトータルコストダウンの課題が急増していますが、摩耗摩擦特性を把握す

ることで、機器の寿命を延ばしエネルギーのロスを防ぐことが可能となります。摩耗摩擦特性を扱

う技術分野を「トライボロジー」といい、特性把握のための試験を摩耗摩擦試験機にて行います。 

試験条件の中ではドライ（無潤滑）、ウェット（液中）、温度、湿度、面圧、回転数、時間、摺動

距離等の調整が必要となります。実際の使用環境を再現することで、最適な素材の組み合わせを検

討することができます。 

 

●試験時の湿度条件 

例えば自動車のベアリング関連の試験では、南米やアフリカの気候を想定し、温度 35℃、湿度

85％RH 以上の環境を試験槽内に発生させ試験を行います。 

また湿度条件によって試験材料の表面上に吸着水が付着し、摩擦摩耗特性に大きな影響を与える

と考えられています。湿度条件による特性評価のために低湿度、高湿度の各湿度帯での試験が行わ

れています。 

 

●SRG 設置例 

 室温以上の設定温度で運転する場合、

高湿になるほど結露しやすくなります。

そのため、発生装置の出口以降の配管に

は温調機能付きホットホースを使用し

てください。配管内で結露が発生すると、

供給する湿度の精度に影響を及ぼしま

す。 

 

●SRG シリーズ仕様 

湿度発生方式：分流式 

湿度発生範囲：０～１００％RH 

温度設定範囲：＋５～＋４０℃ 

湿度再現性：±１％RH 

流量計：ローターメータ/マスフロー・コントローラー 

発生流量：１ or １０ or ２０L/min (いずれかを選択) 

 

Application Note 
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